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【 ３年生、修学旅行大成功に！ 】 

 １日（土）～３日（月）の２泊３日で、３年生の修学旅行が実施されました。修学旅行は、１年生のふ

れあい合宿に始まり、２年生の農泊体験学習等、様々な校外行事に取り組んできた後の総まとめの

宿泊行事です。これまでの行事とは違って、更にレベルアップしてほしいとの願いから、今年もま

た事前の取組として修学旅行の目標をしおりの中に下記のように設定しました。 

 ３日間の旅行を振り返り、何よりも事故や怪我は勿論のこと、病人が一人も出ずに全員無事に帰ってきた

ことが、最高のお土産です。好天にも恵まれ、また、暑すぎることもなく全行程をこなしました。さらに、

あれだけの豪華なホテルや食事、人形浄瑠璃の観劇などは、飛幡中だからこそ取り入れることができた行程

だと思います。JTB やホテルのスタッフの方々、バスガイドさんやその他たくさんの方々のご配慮があっ

たことも忘れないでください。それら全てのことに感謝の気持ちをもって、この修学旅行を締めくくりたい

と思います。お疲れ様でした。 

【 そして、来週は期末考査です！ 】 

早くも来週１９日（水）～２１日（金）は期末考査です。一学期の総まとめのテストです。各学年と

も大きな行事を立派にやり遂げた後です。行事にも頑張る、学習にも頑張る、そんな飛中生であり 

たいものです。期末考査は中間考査とは違って９教科の試験です。早めに計画を立て、その取組み

をスタートさせてください。【19（水）：音美・社・技家、20（木）：国・美音・英、21（金）：保体・理・数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１．「笑顔と責任」 

 君たちは飛幡中学校の代表として、また、北九州市の代表としてこの修学旅行に参加します。京都・奈良・大阪には全国各

地から、そして海外からもたくさんの旅行者が訪れます。 

「笑顔」、「マナー」で気持ち良くあいさつをし、何事にも責任ある行動と責任ある発言を心がけてください。 

 熊本地震から数年がたちますが、現在も世界中の人々が復興を応援しています。まだまだ時間はかかりますが、決して下を

向くことなく、こんな時だからこそ「笑顔」でふるまえる人でありたいものです。また、来年は東京オリンピックを控えてい

ます。訪問先ですれ違う人々に笑顔で「おもてなし」ができたら、それもまた胸を張っていえる「飛中魂」だと思います。 

２．「ルールと我慢」 

修学旅行は集団行動です。家族や個人旅行とは違います。ルールを守らなければ、誰かが嫌な思いをしたり、全体に迷惑 

をかけてしまいます。実行委員の仲間が一生懸命に考えた「ルール」です。君たち自身の手で守り通してほしい。誰にでも 

「これくらいはいいかな」とかはあるでしょう。が、一人一人が身勝手な行動をしたり、わがままを言い出したら集団での 

楽しい旅行ではなくなります。各自がルールを守り、少しの「我慢」を１４８名の力に変えてください。 

以上を合言葉に、一人一人の協力と努力で最高の修学旅行となるように、また、これを機会に３年生がさらに成長することを

期待しています。 
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